
３月

６月１２月

９月

検 索 観音寺市議会

議長　副議長を選出

一般会計補正予算案を可決

一般質問から見える市の課題

表紙：三豊工業高等学校　新聞・写真部

観音寺市議会だより

観音寺の輝く未来へ

市議会の動きをわかりやすくお伝えします

ミ ラ イ ヱ

観音寺市議会だより観音寺市議会だより観音寺市議会だより観音寺市議会だより観音寺市議会だより
Kanonji  City  Council  No.12  2017.2.1



2

12月定例会のあらまし

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
市
政

並
び
に
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
12
月
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
観
音

寺
市
議
会
議
長
・
副
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

大
変
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、

責
務
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
4
月
に
は
新
し
い
市
民
会
館
も

オ
ー
プ
ン
し
、
芸
術
・
文
化
の
活
動
拠

点
と
し
て
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、

自
治
体
の
自
主
的
な
決
定
と
責
任
が
拡

大
す
る
な
か
に
あ
っ
て
、
意
思
決
定
機

関
及
び
行
政
の
監
視
機
関
と
し
て
議
会

の
責
務
は
重
大
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
い
た
活
動
を

さ
ら
に
推
進
し
、
市
民
の
方
に
な
お
一

層
わ
か
り
や
す
い
議
会
を
め
ざ
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
市
議

会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
と
ご

指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

議
長
に
井
下
尊
義
氏

　
　
　
　副
議
長
に
安
藤
康
次
氏
を
選
出

議　

長

  

井
下

　尊
義

副
議
長

  

安
藤

　康
次

平28.12.2

常　任　委　員　会

総
　

　

　

務

委 員 長 伊丹　準二

文

教

民

生

委 員 長 篠原　和代

副 委 員 長 詫間　　茂 副 委 員 長 立石　隆男

委 員 秋山　忠敏 委 員 高橋　照雄

〃 大平　直昭 〃 篠原　重寿

〃 井下　尊義 〃 石山　秀和

〃 五味　伸亮 〃 安藤　康次

〃 藤田　　均

広

聴

広

報

委 員 長 安藤　忠明

副 委 員 長 大矢　一夫

委 員 詫間　　茂

〃 立石　隆男

〃 友枝　俊陽

〃 五味　伸亮

〃 藤田　　均

平28.12.2

議会運営委員会

委 員 長 立石　隆男

副 委 員 長 篠原　重寿

委 　 　 員 大平　直昭

〃 伊丹　準二

〃 五味　伸亮

〃 篠原　和代

〃 豊浦　孝幸

観音寺市議会委員会名簿

建

設

経

済

委 員 長 豊浦　孝幸

副 委 員 長 友枝　俊陽

委 員 大賀　正三

〃 大久保隆敏

〃 安藤　忠明

〃 大矢　一夫

〃 井上　浩司
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定
例
会
が
12
月
2
日
か
ら
20

日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
公

平
委
員
会
委
員
の
選
任
、
人
権

擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
お

よ
び
追
加
提
出
さ
れ
た
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
の
人
事
案

件
４
件
を
初
日
に
同
意
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
２
日
間
に
わ

た
り
、
13
人
が
個
人
質
問
と
し

て
市
政
に
つ
い
て
質
し
た
。

　

人
事
案
件
以
外
の
議
案
に
つ

い
て
は
、
条
例
関
係
13
件
、
28

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補

正
予
算
4
件
、
そ
の
他
6
件
を

各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
審

査
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
同
意
を
求
め

ら
れ
て
い
た
１
件
に
つ
い
て
同

意
し
、
そ
の
他
の
議
案
は
賛
成

多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
案
の

決
議
案
と
意
見
書
案
が
提
出
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
。

市民部関係４議案・政策部関係７議案・総務部関係４議案を審査
●議案第７３号観音寺市印鑑条例の一部改正

個人番号カードを利用した多機能端末機による印鑑登録証明書の交付が出来るようにするとともに、印鑑の

登録に関し性別の記載を廃止するもの

　【意見】

「個人番号カードは、システムのセキュリティに問題がある。普及率も低い」等の反対意見があった。

●議案第７６号　観音寺市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
●議案第７７号　観音寺市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正
●議案第７８号　観音寺市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例の一部改正

以上３議案は、人事院勧告に準じ、期末手当の額を改めるもの

　【意見】

「市議会議員、教育長、市長等に人事院勧告は適応しないのではないか」という反対意見があった。

●議案第９５号　平成２８年度観音寺市一般会計補正予算（第４号）
　【意見】

「人事院勧告による補正が含まれている」という反対意見があった。

国庫支出金　　　　　　　　　　　　　４，０５６万円

県支出金　　　　　　　　　　　　　　１，１５８万円

繰入金　　　　　　　　　　　　　　　４，５００万円

諸収入　　　　　　　　　　　　　　　１，６７９万円

市債　　　　　　　　　　　　　　　　６，９２０万円

職員給与費　　　　　　　　　　　　－６，５１１万円

国民健康保険事業特別会計繰出金　　　７，４４０万円

児童福祉総務費では国及び県への返還金　１，２６２万円

障害児支援給付費事業　　　　　　　　１，６００万円

法人保育所運営補助事業　　４，０６３万円

介護保険事業特別会計繰出金　－４６０万円

斎場維持管理費　　　　　　　　３６６万円

農地集積支援事業　　　　　　　３７５万円

単独県費補助土地改良事業　　　９２７万円

県営ため池等整備事業　　　　　７１８万円

県営地域ため池総合整備事業　２，４６４万円

市道維持補修事業　　　　　１，５００万円

小学校施設大規模改造事業　　　５５０万円

総合体育館施設設備改修事業　　８４７万円

予備費　　　　　　　　　　　　６０１万円

総 務 委 員 会 報 告

一般会計補正予算の概要

1億8,785万 3千円増（補正後303億 3,011万 8千円）

主 な 歳 入 補 正

主 な 歳 出 補 正
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12月定例会のあらまし

●議案第９８号　平成２８年度観音寺市航路事業特別会計補正予算（第１号）

職員給与費　　　　　　　　　　　　２５万円

船舶等維持管理費　　　　　　　　４３８万円

予備費　　　　　　　　　　　１，９１３万円

繰越金　　　　　　　　　　　２，３８２万円

条例関係４議案と一般会計補正予算について反対するとの意見があった。

意見終結後、いずれも賛成多数で、原案のとおり可決すべきものと決定した。

一般会計補正予算（第４号）関係部分と教育委員会関係２議案および健康福祉部関係４議案を審査
●議案第７４号　観音寺市民会館の設置及び管理に関する条例の一部改正
　市民会館駐車場の利用料金に関する規定を改めるもの
●議案第８３号　観音寺市放課後児童クラブ条例の一部改正
　粟井に新たになかよし教室を設置するとともに、放課後児童クラブの休業日を改めるもの
●議案第８５号　観音寺市介護保険条例の一部改正
　介護保険料の普通徴収に係る納期を４期から８期に改正するもの

　以上３議案とも委員から反対の意見はなく、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。
●議案第９０号　財産の取得
　市民会館建設に伴い、ピアノを購入することについて同意を求めるもの

　委員から反対の意見はなく、全会一致で原案のとおり同意すべ

　きものと決定した。

●議案第９６号　平成２８年度観音寺市国民健康保険事業
　特別会計補正予算（第１号）
●議案第９７号　平成２８年度観音寺市介護保険事業特別
　会計補正予算（第２号）
　以上２議案とも委員から反対の意見はなく、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。

航路事業特別会計補正予算の概要

2,382万 6千円増（補正後2億 5,782万 6千円）

主 な 歳 入 主 な 歳 出

文 教 民 生 委 員 会 報 告

一般会計補正予算（第４号）関係部分と建設部関係２議案を審査
●議案第７５号　観音寺まちなか交流駐車場の設置及び管理
　に関する条例の制定

観音寺まちなか交流駐車場の新設に伴い、設置及び管理に関する

規定を定めるもの

【意見】

「管理体制に問題がある」という反対意見があった。

採決の結果、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決定した。

●議案第８９号　市道路線の認定及び変更
委員から反対の意見はなく、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。

建 設 経 済 委 員 会 報 告
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国庫支出金　　　　　　　　　１，４３３万円

繰入金　　　　　　　　　　　７，４４０万円

繰越金　　　　　　　　　　　　　６６８万円

国庫支出金　　　　　　　　　１，２５０万円

支払基金交付金　　　　　　－１，４００万円

県支出金　　　　　　　　　　　－６２５万円

繰入金　　　　　　　　　　　　－４６０万円

職員給与費　　　　　　　　　　―７５８万円

三豊総合病院企業団負担金　　１，４３３万円

特定健康診査等事業　　　　　　　１６２万円

償還金　　　　　　　　　　　８，７０５万円

職員給与費　　　　　　　　　　　１３９万円

地域密着型介護サービス給付事業　２，０００万円

介護予防サービス計画給付事業　　３００万円

高額介護サービス事業　　　　　　８００万円

居宅介護サービス給付事業　－３，１００万円

第１号訪問事業　　　　　　－２，０００万円

第１号通所事業　　　　　　－３，０００万円

予備費　　　　　　　　　　　１，１００万円

交通死亡事故抑止に関する決議
　県内の交通事故死者は、昨年の死者数を８人も上回り、市内では９人の尊い命が犠牲となっている。

市議会として、全国に誇れる安全で快適な観音寺市の実現に向け、全力を尽くす決意であることを

宣言　全会一致で原案のとおり可決した。

地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書
　地方議会議員は、これまで以上に執行機関の監視や政策提言等を行うことが求められている。ま

た、様々な議員活動を行っており、専業化が進んでいる状況の中、人材確保の観点から、地方議会

議員の厚生年金加入のための法整備を早急に実現するよう強く要望する意見書　「継続審議してほし

い」等の意見があった。賛成多数で原案のとおり可決した。

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）の概要

介護保険事業特別会計補正予算（第２号）の概要

9,543万 1千円増（補正後94億 8,743万 1千円）

3,735万 7千円減（補正後57億 1,224万 4千円）

主 な 歳 入

主 な 歳 入 主 な 歳 出

主 な 歳 出
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【
質
問
】
厚
生
労
働
科
学
研
究
に
お
い
て
、
65
歳
以
上

の
健
康
な
高
齢
者
４
４
２
５
人
を
追
跡
調
査
し
、
歯
が

ほ
と
ん
ど
な
く
義
歯
も
使
っ
て
い
な
い
人
は
、
20
本
以

上
歯
が
あ
る
人
に
比
べ
て
1
・
9
倍
も
認
知
症
に
な
り

や
す
く
、
転
倒
も
２
・
５
倍
に
な
る
と
い
う
研
究
結
果

を
出
し
て
い
る
。
但
し
、
自
分
の
歯
が
少
な
く
て
も
義

歯
を
使
用
し
て
し
っ
か
り
か
み
合
わ
せ
が
出
来
れ
ば
、

そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
は
か
な
り
少
な
く
な
る
。
市
と
し
て
、

豊
か
な
人
生
を
歩
む
た
め
の
基
本

と
な
る
歯
と
口
の
健
康
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
手
立
て
を
と
る
の
か

伺
う
。

【
答
弁
】
市
に
お
い
て
は
、
「
元
気
印
の
か
ん
お
ん
じ
21

第
２
次
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
」
推
進
会
議
の
「
歯
の
健
康
グ

ル
ー
プ
」
の
活
動
に
お
い
て
、
歯
の
大
切
さ
に
つ
い
て

の
啓
発
等
に
取
り
組
ん
だ
り
、
歯
科
医
師
会
と
連
携
し

て
、「
歯
の
衛
生
週
間
ま
つ
り
」
を
開
催
し
知
識
の
普
及

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
妊
婦
、
40
歳
か
ら
の
節
目
年

齢
、
特
定
健
診
を
受
診
し
、
歯
科
所
見
の
あ
る
人
に
も

全
額
公
費
負
担
で
歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
「
健
康
長
寿
」
を
目
指
し
て
、
検
診
の
受
診
率

向
上
と
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
く
。

【
質
問
】
来
場
者
の
数
、
輸
送
方
法
、

伊
吹
の
方
々
の
対
応
は
。

【
答
弁
】
開
催
日
数
の
減
少
、
夏
休

み
時
期
で
な
い
等
の
影
響
で
２
万
人

減
の
１
６
８
０
０
人
。
観
音
寺
駅
等

か
ら
観
音
寺
港
へ
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

で
対
応
。
定
期
便
積
み
残
し
は
用
船

で
対
応
。
い
り
こ
漁
の
時
期
を
終
え

て
島
民
が
直
接
関
わ
れ
、
食
の
提
供

を
す
る
な
ど
経
済
効
果
が
上
が
り
世
代
間
交
流
も
図
ら

れ
、
島
全
体
で
芸
術
祭
を
楽
し
め
た
。

【
質
問
】
9
月
議
会
で
も
情
報
の
流
し
方
が
重
要
と
質

問
し
た
が
広
報
の
成
果
は
。

【
答
弁
】
Ｆ
Ｂ
を
活
用
し
、
50
日
前

か
ら
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
始
め
毎
日

色
々
な
話
題
を
提
供
。
リ
ー
チ
数
が

１
５
０
０
を
数
え
、
市
や
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
の
Ｆ
Ｂ
と
も
連
携
を
図
り

多
い
時
に
は
２
万
人
以
上
に
情
報
が

伝
わ
っ
た
。
後
半
に
は
夜
の
ま
ち
歩

き
「
よ
る
し
る
べ
」
が
開
催
さ
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
し
、
作
品
を
鑑
賞
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
へ
の
さ
ら
な
る
対
応
が
重
要
で
あ
る
。

【
質
問
】
3
年
後
開
催
す
る
の
か
、
開
催
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
間
の
2
年
間
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

【
答
弁
】
県
実
行
委
員
会
で
、
総
括
や
次
期
開
催
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
る
。
決
定
す
れ
ば
、
間
の
２
年
間
は
ア

ー
ト
セ
ト
ウ
チ
と
し
て
ア
ー
ト
作
品
の
活
用
を
含
め
伊

吹
島
へ
の
来
島
促
進
、
よ
る
し
る
べ
な
ど
観
音
寺
の
魅

力
を
発
信
す
る
事
業
を
計
画
し
交
流
人
口
の
増
大
を
目

指
す
。

島
の
活
性
化
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
と
期
待
し
て
い
る

答 弁

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
に
つ
い
て

こ
れ
で
い
い
の
か
防
災
無
線

「
健
康
長
寿
」
を
目
指
し
て
、
検

診
の
受
診
率
向
上
と
啓
発
活
動

に
努
め
る

詫 間 　 茂

答 弁

健
康
長
寿
と
お
口
の
健
康

に
つ
い
て

個 人 質 問

大 矢 一 夫

大久保隆敏

【
質
問
】
9
月
議
会
で
防
災
無
線
（
ス
ピ
ー
カ
ー
）
か

ら
の
お
知
ら
せ
が
聞
き
取
り
に
く
い
と
指
摘
を
し
た
。

以
後
、
多
く
の
市
民
か
ら
同
様
の
声
が
あ
っ
た
。
現
在
、

ど
の
く
ら
い
聞
き
取
り
に
く
い
場
所
が
あ
る
の
か
。

【
答
弁
】
平
成
28
年
4
月
以
降
、
自
治
会
長
や
市
民
の

方
か
ら
聞
こ
え
な
い
、
放
送
の
内
容
が
分
か
り
に
く
い

等
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ら
の
場
所
か
ら
31
の
調
査
地
点
を
選
定
し
、
去

る
10
月
17
日
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
及
び
工
事
業
者

に
よ
り
、
屋
外
拡
声
子
局
の
聞
こ
え
の
状
況
を
調
査
し

た
。
そ
の
結
果
、
10
か
所
で
音
が
小
さ
い
こ
と
、
15
か

所
で
複
数
の
子
局
か
ら
音
が
重
な
っ
て
聞
こ
え
る
こ
と

で
放
送
内
容
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
、
残
り
の
6
か
所

は
放
送
内
容
が
理
解
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

【
質
問
】
い
つ
頃
、
放
送
内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る

の
か
。

【
答
弁
】
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
改
善
策
の
提
案
を
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
に
お
願
い
し
て
い
る
。
業
者
か
ら

提
案
が
あ
り
次
第
、
そ
の
改
善
策
の
方
法
に
も
よ
る
が
、

年
度
内
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
対
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
。

年
度
内
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

答 弁
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【
質
問
】
の
り
あ
い
バ
ス
事
業
は
、
昨

年
度
よ
り
運
行
形
態
の
見
直
し
調
査

等
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
次
年
度
か
ら
ど
う
改
善
す
る

の
か
。
ま
た
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
導
入
に
つ
い
て
は
ど
う
す
る
の
か
。

【
答
弁
】
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を
踏

ま
え
、
バ
ス
１
台
を
増
車
し
、
５
路
線
と
し
、
長
時
間

乗
車
の
解
消
、
ス
ム
ー
ズ
な
乗
継
等
更
な
る
利
便
性
の

向
上
に
努
め
て
い
く
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入
に
つ

い
て
は
、
今
後
に
お
い
て
も
、
導
入
の
妥
当
性
に
つ
い

て
十
分
に
検
証
し
、
調
査
、
研
究
を
進
め
て
い
く
。

【
質
問
】
検
討
し
て
い
た
新
市
民
会
館
の
愛

称
に
つ
い
て
は
ど
う
す
る
の
か
。

【
答
弁
】
新
市
民
会
館
の
愛
称
に
つ
い
て
は
、

使
用
料
が
入
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
募

集
を
優
先
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
募
集
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、（
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
応
募
が
な
か
っ
た
場
合
）

愛
称
の
募
集
を
行
う
か
ど
う
か
決
め
る
。

次
年
度
か
ら
５
路
線
（
バ
ス
１
台

増
車
）
と
し
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

導
入
は
調
査
研
究
を
進
め
る

答 弁

の
り
あ
い
バ
ス
の
見
直
し

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

大 平 直 昭

【
質
問
】
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
。

【
答
弁
】
今
後
、
市
立
保
育
所
及
び
法
人
保
育
園
の
保

育
士
確
保
の
為
の
施
策
を
他
市
の
状
況
も
精
査
し
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
公
立
保
育
所
、
法
人
保
育
園
の
待
機
児
童
に

つ
い
て
。

【
答
弁
】
11
月
末
時
点
で
、
国
が
規
定
す
る
待
機
児
童

の
定
義
に
基
づ
く
待
機
児
童
数
は
0
。

【
質
問
】
幼
稚
園
教
諭
の
現
状
に
つ
い
て
。

【
答
弁
】
正
規
職
員
・
嘱
託
職
員
・
臨
時
職
員
が
業
務

に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
情
報
収
集
に
努
め
、
健

全
な
園
経
営
の
存
続
の
た
め
、
最
適
な
職
員
数
の
確
保

を
図
る
。

【
質
問
】
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
者
へ
の
対
策
は
。

【
答
弁
】
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
者
「
優
遇
店
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
と

別
に
本
市
の
交
通

安
全
対
策
推
進
事

業
と
し
て
規
定
の

作
成
等
準
備
を
進

め
て
い
る
。

保
育
士
の
現
状
に
つ
い
て

現
在
の
入
所
児
童
に
対
し
て

は
確
保
で
き
て
い
る

答 弁

高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
者
に
つ
い
て

新
市
民
会
館
の
愛
称
は

交
通
安
全
対
策
推
進
事
業
と

し
て
早
い
時
期
に
実
施
予
定

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ（
命
名
権
）

を
募
集
し
て
い
る

答 弁

答 弁

篠 原 和 代

【
質
問
】
ト
ラ
イ
ア
ル
は
仮
称
で
あ
り
、
試
す
こ
と
、

試
み
と
い
う
意
味
と
理
解
さ
れ
た
い
。

　

事
業
の
必
要
性
か
ら
、
自
分
た
ち
で
資
金
を
調
達
し
、

自
分
た
ち
で
工
事
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
望
ん
だ
成

果
が
得
ら
れ
た
場
合
、
行
政
と
し
て
そ
の
工
事
を
評
価

し
、
有
効
性
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
補
助
・
助
成
す
る

制
度
を
採
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
、
伺
う
。

【
答
弁
】
行
政
と
民
間
事
業
者
が
連
携
し
て
社
会
的
課

題
の
解
決
や
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
た
め
の
社
会

的
投
資
の
仕
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ

ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
が
あ
る
。

　

主
に
、
予
防
的
措
置
、
早
期
介
入
の
分
野
に
向
い
た

制
度
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド

の
取
り
組
み
を
始
め
た
ば
か
り
で
あ
り
、
ま
だ
、
取
り

組
み
手
法
等
が
確
立

さ
れ
て
お
ら
ず
、
制

度
の
根
幹
で
あ
る
成

果
の
評
価
方
法
、
事

業
者
の
選
定
方
法
な

ど
課
題
も
残
さ
れ
て

い
る
。
今
後
の
国
の

動
向
な
ど
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。 今

後
の
国
の
動
向
な
ど
を
注

視
し
て
い
き
た
い

答 弁

ト
ラ
イ
ア
ル
制
度
（
仮
称
）

の
導
入
に
つ
い
て

井 上 浩 司
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【
質
問
】
去
る
10
月
17
日
に
実
施
し
た
市
内
31
か
所
の

聞
き
取
り
に
く
い
屋
外
拡
声
子
局
の
聞
き
取
り
試
験
結

果
及
び
戸
別
受
信
機
貸
与
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
の
住
民
へ
の
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
対
象
世
帯
以
外
か
ら
戸
別
受

信
機
を
貸
与
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
も
伺
う
。

【
答
弁
】
現
在
、
改
善
案
の
作
成
中
。
土
砂
災
害
警
戒

区
域
の
住
民
の
方
へ
の
対
応
は
早
期
に
設
置
で
き
る
よ

う
手
続
き
を
進
め
る
。
ま
た
、
貸
与
対
象
世
帯
以
外
で

戸
別
受
信
機
の
設
置
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
は
、
補
助
金

交
付
に
よ
り
対
応
し
た
い
。

【
質
問
】
本
市
の
公
立
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
現
状
及

び
洋
式
化
に
向
け
て
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
現

状
の
学
校
の
ト
イ
レ
は
見
過
ご
せ
な
い
問
題
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
４
月
１
日
現
在
の
ト
イ
レ
状
況
調
査
に
お
い

て
、
校
舎
分
５
７
７
か
所
、
体
育
館
武
道
場
66
か
所
、

屋
外
ト
イ
レ
82
か
所
、
計
７
２
５
か
所
が
あ
る
。
洋
便

器
の
設
置
状
況
は
３
２
５
か
所
、
44
・
8
％
と
な
っ
て

い
る
。
洋
式
化
率
９
割
を
目
途
に
継
続
的
な
整
備
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
健
康
増
進
計
画
に
は
、
「
健
康
づ
く
り
は
、

個
々
人
だ
が
、
公
助
が
取
り
組
み
を
支
援
。
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
健
康
づ
く
り
に
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
マ
ッ
プ
化
と
、
Ｈ
Ｐ
へ
の
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
は
。

【
答
弁
】
健
康
増
進
計
画
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

で
評
価
し
、
来
年
度
見
直
す
。
マ
ッ
プ
作
り
は
、
現
在

の
コ
ー
ス
な
ど
を
、
多
く
利
用

さ
れ
る
よ
う
、
協
議
し

取
り
組
む
。

【
質
問
】
道
路
の
陥
没
は
、
交
通
、
下
水
、
水
道
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
遮
断
と
な
る
。
安
全
確
保
に
向
け

た
、
日
常
の
安
全
点
検
と
、
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

【
答
弁
】
道
路
、
埋
設
物
の
老
朽
化
に
伴
い
、
早
期
の

異
変
に
気
付
く
た
め
に
、
日
頃
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
。

今
後
、
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
の
幹
線
道
路
で
、
道
路
内

部
の
空
洞
調
査
を
検
討
。

「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」

の
作
成
を

明
る
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、
取
り
組
む

答 弁

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
安
全
確
保
を

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て

道
路
な
ど
の
安
全
・
安
心
は
、

日
常
点
検
の
徹
底

洋
式
化
率
９
割
を
目
途
に
整
備
す
る

答 弁

答 弁

個 人 質 問

篠 原 重 寿

【
質
問
】
観
音
寺
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
横
の
一

の
谷
川
の
橋
の
長
さ
・
川
幅
に
つ
い
て
、
一
見
す
る
と
、

一
の
谷
水
門
か
ら
広
が
っ
て
極
楽
橋
で
く
び
れ
る
、
そ

し
て
、
港
橋
方
向
に
広
が
っ
て
い
る
。
台
風
に
よ
る
大

雨
の
時
な
ど
橋
の
桁
下
に
水
が
迫
り
危
険
な
と
き
が
こ

れ
ま
で
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
極
楽
橋
は
昭
和
8

年
に
建
設
さ
れ
80
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
が
、
地
域

住
民
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
生
活
イ
ン
フ

ラ
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
極
楽
橋
で
川
幅
が
極
端
に
狭

く
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
河
川
防
災
上

よ
ろ
し
く
な
い
と
考
え
、
極
楽
橋
の
新
設
架
け
替
え
を

強
く
要
望
す
る
が
考
え
を
伺
う
。

【
答
弁
】
ご
質
問
の
一
の
谷
川
昭
和
橋
付
近
の
水
門
の

幅
は
、
28
ｍ

で
、
極
楽
橋
の
長
さ
は
27
・
6
ｍ

で
あ
る
。

な
お
、
極
楽
橋
の
橋
台
は
、
現
在
は
護
岸
か
ら
張
り
出

し
た
状
態
と
な
っ
て
い
る

が
、
河
川
管
理
者
で
あ
る

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

極
楽
橋
付
近
の
河
道
は
、

河
川
計
画
上
必
要
な
流
下

能
力
を
確
保
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
川
幅
に
関
し
て
は
現
時

点
で
は
、
整
備
が
急
が
れ
る

も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

一
の
谷
川
河
川
防
災
対
策

に
つ
い
て

川
幅
に
関
し
て
現
時
点
で
は
、

整
備
が
急
が
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る

答 弁

安 藤 康 次

同
報
系
防
災
行
政
無
線
に

つ
い
て

土
砂
災
害
区
域
外
で
設
置
希
望
者

に
は
補
助
要
綱
に
よ
り
対
応
す
る

答 弁

石 山 秀 和
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【
質
問
】
4
月
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
地
域
内
の
交
流
人
口

は
増
大
す
る
と
考
え
る
が
そ
れ
を
う
ま
く
取
り
込
ん
だ

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
は
あ
る
の
か
伺
う
。

【
答
弁
】
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
構
築
を
目
指
す
中
で
、

市
民
会
館
は
交
流
人
口
の
増
大
の
核
と
な
る
施
設
で
あ

る
。
策
定
予
定
の
第
２
次
総
合
振
興
計
画
や
27
年
3
月

策
定
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
を
取

り
つ
つ
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

向
け
た
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
や
ま
な
み
芸
術
祭
・
瀬
戸
内
芸
術
祭
を
終
え

市
民
の
間
に
も
着
地
型
観
光
受
け
入
れ
の
意
識
も
高
ま

り
つ
つ
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
ビ
ジ
ョ
ン
に
反
映
さ
せ

て
い
く
の
か
策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
等
伺
う
。

【
答
弁
】
観
光
基
本
計
画
と
し
て
、
本
年
度
後
半
か
ら

次
年
度
に
か
け
て
策
定
を
進
め
て
い
く
。
現
在
、
計
画

策
定
委
員
の
人
選
に
入
っ
て
お
り
、
委
員
会
組
織
を
立

ち
上
げ
る
準
備
を
し
て
い
る
。
今
後
、
委
員
会
の
下
に

作
業
部
会
を
設
置
し
、
案
を
練
り
上
げ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。
次
年
度
で
は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ

る
事
務
委
託
も
予
定
し
て
お
り
、
観
音
寺
市
の
観
光
の

あ
る
べ
き
姿
、
進
む
べ
き
指
針
を
定
め
、
施
策
に
反
映

で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
平
成
29
年
度
末
ま
で
に

は
、
観
光
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
質
問
】
通
学
路
の
事
故
が
多
発
し

て
い
る
。
危
険
箇
所
で
は
当
面
、
停

止
線
な
ど
ペ
イ
ン
ト
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
設
置
な
ど
地
元
と
連
携
し
対
応
し

て
ほ
し
い
。
今
後
の
改
修
計
画
を
伺
う
。

【
答
弁
】
地
元
要
望
の
危
険
３
箇
所

の
う
ち
、
最
も
危
険
性
の
高
い
県
河
川
の
橋
梁
付
近
は

本
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
る
。
他
の
２
箇
所
の
う
ち
、

見
通
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
区
間
は
、
路
面
標
示
や
標
識
の

設
置
を
し
、
学
校
に
近
い
箇
所
か
ら
順
次
整
備
工
事
を

進
め
、
危
険
箇
所
の
解
消
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
教
職
員
や
保
護
者
の
運
動
が
実
り
、
文
科
省

は
今
年
６
月
に
「
教
職
員
の
業
務
の
適
正
化
に
向
け

て
」
の
通
知
を
出
し
た
。
本
市
の
「
通
知
」
に
基
づ
く

対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
推
奨
や
、
年
次
休
暇
の
活

用
呼
掛
け
、
出
席
簿
記
入
事
務
の
効
率
化
、
学
習
面
に

お
け
る
地
域
の
人
材
活
用
に
取
組
む
。

　

部
活
動
の
多
忙
化
・
長
時
間
勤
務
に
は
、
部
顧
問
の

複
数
配
置
を
推
奨
し
、
市
内
中
学
で
は
毎
週
ノ
ー
部
活

デ
ー
を
実
行
し
て
い
る
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
も
来
年
度
か
ら
全
教
職
員
に

実
施
予
定
。

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
末
ま
で
に
は
、
観
光
基
本

計
画
を
策
定
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る

答 弁

通
学
路
・
下
木
屋
豆
塚
線
の

安
全
対
策
の
強
化
を

当
面
は
路
面
標
示
等
を
設
置
し
な
が
ら
、

順
次
学
校
に
近
い
所
か
ら
整
備
す
る

答 弁

藤 田 　 均

教
職
員
の
「
多
忙
化
解
消
」
対
策
は

県
教
育
委
員
会
の
方
針
の
も

と
多
忙
化
解
消
に
取
り
組
む

答 弁

新
市
民
会
館
に
つ
い
て

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け

た
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い

答 弁

豊 浦 孝 幸

【
質
問
】
近
い
将
来
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
と
想
定
さ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
震
災
へ
の
備
え
と
し
て
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
日
中
の
大
半
を
過
ご
す
幼

稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
な
ど
の
教
育
、
保
育
施
設
の

耐
震
化
は
急
務
だ
と
考
え
る
。
特
に
粟
井
保
育
所
は
耐

震
改
修
促
進
法
の
対
象
外
と
は
言
え
、
昭
和
46
年
建
築

で
、
目
視
に
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
今
年
度
中
に

も
耐
震
診
断
の
着
手
、
若
し
く
は
実
施
を
す
べ
き
だ
と

考
え
る
。
耐
震
強
度
が
十
分
な
ら
ば
安
心
が
得
ら
れ
、

不
十
分
と
診
断
さ
れ
れ
ば
、
早
期
の
対
応
が
可
能
に
な

る
が
市
の
対
応
を
伺
う
。

【
答
弁
】
市
内
に
あ
る
公
立
保
育
所
の
内
、
観
音
寺
、

伊
吹
、
豊
浜
、
大
野
原
保
育
所
は
新
耐
震
基
準
の
た
め

耐
震
化
の
必
要
は
な
い
。
粟
井
保
育
所
は
耐
震
改
修
促

進
法
の
対
象
外
の
施
設

の
た
め
耐
震
診
断
を
行

っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま

で
、
内
部
の
床
等
の
改

修
は
行
っ
た
が
、
全
体

的
に
老
朽
化
が
み
ら
れ

る
。
今
後
、
施
設
の
耐

震
診
断
等
も
踏
ま
え
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

粟
井
保
育
所
の
耐
震
化
に

つ
い
て

今
後
、
耐
震
診
断
等
を
踏
ま

え
て
対
応
し
た
い

答 弁

五 味 伸 亮
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氏　　名 質　問　件　名

豊浦　孝幸 ●観音寺ブランドについて

藤田　　均

●防災対策について

●イノシシ対策の補助について

●中小企業振興基本条例と地域経済振

興について

●放課後児童クラブの充実について

●水道事業の広域化について

●滞納整理強化期間について

五味　伸亮

●かなくま橋の改修について

●障がい児支援について

●地域コミュニティの活性化について

氏　　名 質　問　件　名

詫間　　茂

●子育て支援・人口減少防止対策につ

いて

●老後破産について

●経済力による健康格差について

●特別支援学校卒業後の進路について

篠原　重寿
●公共施設のあり方について

●ごみの戸別収集について

安藤　康次
●介護予防・日常生活支援総合事業に

ついて

石山　秀和

●戦略的な産業振興について

●高齢者の交通安全対策について

●LED屋外防犯灯について

●消費者教育の実情について

掲 載 で き な か っ た 一 般 質 問

個 人 質 問

【
質
問
】
公
共
工
事
は
市
内
業
者
が
潤
う
こ
と
が
大
事

と
思
わ
れ
る
が
、
市
役
所
・
市
民
会
館
工
事
で
の
市
内

業
者
の
下
請
け
率
は
い
く
ら
か
。

【
答
弁
】
元
請
は
市
内
業
者
を
含
む
共
同
企
業
体
。
市

役
所
は
18
・
5
％
、
市
民
会
館
は
2
・
1
％
。
今
後
と

も
、
地
元
業
者
へ
の
優
先
発
注
を
依
頼
し
て
行
く
。

【
質
問
】
他
市
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
・
補
助
に
は
本
市
よ

り
手
厚
い
物
が
あ
る
。
よ
り
有
利
な
サ
ー
ビ
ス
・
補
助

を
本
市
民
に
出
来
な
い
か
。

【
答
弁
】
い
た
ず
ら
な
都
市
間
競
争
に
な
ら
な
い
よ
う

に
努
め
て
い
る
。
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
や
、

医
療
費
助
成
な
ど
の
子
育
て
支
援
策
は
他
市
に
先
駆
け

て
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
実
り
の
あ
る
、
効
果
的
な
施

策
を
検
討
し
て
い
く
。

【
質
問
】
三
豊
総
合
病
院
は
2
市
の
組
合
立
病
院
で
あ

り
、
そ
の
経
営
内
容
は
全
国
で
も
上
位
に
あ
る
。
し
か

し
他
の
自
治
体
病
院
の
現
状
を
見
れ
ば
安
閑
と
し
て
い

ら
れ
な
い
。

　

基
幹
病
院
と
し
て
、
例
え
ば
よ
り
高
度
な
先
進
的
な

医
療
機
器
の
導
入
を
促
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
導

入
が
、
経
営
に
支
障
を
来
す
よ
う
で
あ
れ
ば
、
構
成
市

と
し
て
相
応
の
支
援
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
医
療
機
器
の
更
新
サ
イ
ク
ル
は
10
年
程
度
で

あ
り
、
最
新
の
医
療
機
器
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
議
会

と
協
議
し
、
同
意
い
た
だ
け
れ
ば
構
成
市
と
し
て
協
力

し
て
い
き
た
い
。

公
共
工
事
に
つ
い
て

地
元
業
者
へ
の
優
先
発
注
を

依
頼
し
て
行
く

答 弁

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

三
豊
総
合
病
院
に
つ
い
て

今
後
も
効
果
的
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く

構
成
市
と
し
て
対
応
し
、
議
会
と
も
協
議
を
し
た
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

答 弁

三
豊
総
合
病
院
に
つ
い
て

答 弁

伊 丹 準 二

３
月
定
例
会

　
　の
予
定

視察に来てくれました

◆熊本県天草市議会

　「廃校施設の利活用について」

29
日

21
～
23
日

17
日

15
日

14
日

13
日

9
・
10
日

2
日

本
会
議

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

総
務
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

文
教
民
生
委
員
会

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
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審 議 結 果

議案の審議結果　平成28年第6回（12月）定例会

●全会一致の議案

議案番号等 議　　　案　　　名 議決結果

議案第 74号 観音寺市民会館の設置及び管理に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第 75号 観音寺まちなか交流駐車場の設置及び管理に関する条例の制定について 〃

議案第 79号 観音寺市職員の給与に関する条例等の一部改正について 〃

議案第 80号 観音寺市職員の退職手当に関する条例の一部改正について　 〃

議案第 81号 市町合併に伴う粟井坂瀬山林の特例に関する条例の一部改正について 〃

議案第 82号 観音寺市税条例等の一部改正について　 〃

議案第 83号 観音寺市放課後児童クラブ条例の一部改正について 〃

議案第 84号 観音寺市国民健康保険税条例の一部改正について 〃

議案第 85号 観音寺市介護保険条例の一部改正について 〃

議案第 86号 教育委員会委員の任命について 同　　意

議案第 87号 公平委員会委員の選任について 〃

議案第 88号 人権擁護委員の候補者の推薦について 〃

議案第 89号 市道路線の認定及び変更について 原案可決

議案第 90号 財産の取得について 同　　意

議案第 91号 三観衛生組合の解散について 原案可決

議案第 92号 三観衛生組合の解散に伴う財産処分について 〃

議案第 93号
香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び香川県市町総合事務組
合規約の一部変更について

〃

議案第 94号 香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分について 〃

議案第 96号 平成 28 年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第 97号 平成 28 年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃

議案第 98号 平成 28 年度観音寺市航路事業特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第 99号 監査委員の選任について 同　　意

決議案第3号 交通死亡事故抑止に関する決議 原案可決

議　　員　　名　　　

　　　議　案　名　等

豊
浦　

孝
幸

篠
原　

和
代

友
枝　

俊
陽

井
下　

尊
義

詫
間　
　

茂

藤
田　
　

均

五
味　

伸
亮

篠
原　

重
寿

立
石　

隆
男

伊
丹　

準
二

安
藤　

康
次

大
平　

直
昭

井
上　

浩
司

大
矢　

一
夫

大
賀　

正
三

秋
山　

忠
敏

石
山　

秀
和

安
藤　

忠
明

大
久
保
隆
敏

高
橋　

照
雄

議決結果

自
民
自
民
自
民
自
民
自
民
共
産
立
志
社
民
自
民
自
民
自
民
友
志
友
志
自
民
自
民
自
民
公
明
公
明
立
志
立
志

議案第 73号 観音寺市印鑑条例の一部改正について ○ ○ ○ − ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 76号
観音寺市議会議員の議員報酬及び費
用弁償等に関する条例の一部改正に
ついて

○ ○ ○ − ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第 77号
観音寺市長等の給与及び旅費に関す
る条例の一部改正について

○ ○ ○ − ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第 78号
観音寺市教育委員会教育長の給与、
勤務時間その他勤務条件に関する条
例の一部改正について

○ ○ ○ − ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第 95号
平成２８年度観音寺市一般会計補正
予算（第４号）

○ ○ ○ − ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

意見書案第3号
地方議会議員の厚生年金への加入を
求める意見書

○ ○ ○ − ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

●賛否の分かれた議案

※議長は可否同数の場合のみ裁決権があります。　※○…賛成　●…反対　欠…欠席
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１
３

　

新
し
い
市
民
会
館
が
、
期
待
の
声

と
共
に
そ
の
姿
を
見
せ
始
め
ま
し
た
。

本
市
の
芸
術
文
化
振
興
の
拠
点
と
し

て
活
用
さ
れ
、
街
お
こ
し
に
貢
献
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

広
聴
広
報
委
員
会
も
新
メ
ン
バ
ー

と
な
り
ま
し
た
。
よ
り
良
く
見
や
す

い
議
会
だ
よ
り
に
す
べ
く
、
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆

様
の
声
を
聞
き
、
心
を
感
じ
な
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「市民と議会のつどい」の報告

　市議会は、第6回議会報告会「市民と議会のつどい」を開催し、各委員会及び特別委員会から、

今年度の議案・事業の説明や委員会視察の報告を行い、参加者の皆さまから「議会だよりに議案に

対する賛成・反対した理由を掲載してはどうか」「きちんとした美術館を整備してほしい」「三豊工

業高校と中央高校が統合するので、運動場跡地を有効に

活用してはどうか」「１人暮らしをされている介護認定

の高齢者宅へのゴミ個別収集をしてもらえないか」「デ

マンド型の交通を整備してほしい」等のご意見をいただ

きました。

　貴重なご意見、本当にありがとうございました。今後

も市政についてのご意見を、お寄せください。

観音寺市（四季折々の風景や行事など）

市内に在住の方

郵送またはＥメールで、写真か写真データ（１人１点）と、住所・氏名・電話

番号・作品のタイトル・返却希望の有無を明記の上、議会事務局までお送りく

ださい。

平成２９年３月３１日 金曜日（議会だより発行は５月になります）

応募作品の中から１点を決定し、掲載します。

※採用された作品の使用およびトリミングについては、観音寺市議会広聴広報

委員会に帰属することをご了承ください。

〒７６８−８６０１　観音寺市坂本町一丁目１番１号

観音寺市役所　議会事務局　　宛

電　話　（０８７５）２３－３９１３

Ｅメール　　gikai@city.kanonji.lg.jp

くわしくは、ホームページをご覧ください。皆さまのご応募お待ちしています。

ご参加ありがとうございました

議会報告会

テ ー マ

締　 切

応募資格

応募方法

選考方法

応 募 先

募 集
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より

ミライ
ヱ 表 紙の写 真


